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平成28年６月定例会（会期：６月７日～６月23日）

はちくんポロシャツを着て「忠犬ハチ公」のふるさとをＰＲ（６月定例会）

６月定例会（議場)
平成28年６月７日撮影

前面胸部 背面腰部

〈はちくんポロシャツのデザイン〉
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起立採決により
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

起立採決により
原案可決

結　果主　　な　　案　　件　　・　　内　　容

６月定例会（会期：６月７日～６月23日）
　内訳：専決処分の報告１件、報告８件、専決処分の承認３件、条例案５件（うち、議員提出

　　　　１件）、単行案６件、予算案３件、人事案１件、請願１件、陳情３件、意見書案２件、

　　　　継続審査中の請願７件・陳情６件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計46件

主な議案等の審議結果主な議案等の審議結果

○　大館市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

　　　小規模保育事業所（Ａ型）（※）等において、学校教諭資格者等を保育士とみな

すことができるようにするものです。

○　大館市エコプラザに関する条例の一部改正

　　　平成29年度から指定管理者制度を導入するため、指定管理者が行う管理の基準、

　　業務の範囲、指定期間などを定めるものです。

○　平成28年度大館市一般会計補正予算（第１号）

　・　大館版CCRC事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 801万1,000円

　・　福祉医療制度中学生医療費　　　　　　　　　　　　　　　　  610万円

　・　保育士宿舎借り上げ支援事業費補助金　　　　　　　　　　　  720万円

　・　保育所緊急整備事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　  1,107万7,000円

　・　農業経営発展加速化支援事業費補助金　　　　　　　　　　  1,133万6,000円

　・　肉の博覧会in大館開催補助金　　　　　　　　　　　　　　　  500万円

　・　地域産品磨き上げ事業費　　　　　　　　　　　　　　　　  1,955万円

　・　秋田犬から始まる物語ビルドアップ事業費　　　　　　　　  1,453万8,000円

　・　都市公園安全安心対策事業費　　　　　　　　　　　　　     2,370万円

　・　スポーツ・文化合宿等誘致促進事業費　　　　　　　　　　　  242万7,000円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  以上を含め、補正総額１億2,366万7,000円

○　大館市立長木公民館改築建築工事の請負契約の締結

　・　契約金額　１億8,306万円

○　大館市議会の議員の定数を定める条例の一部改正

　　　今後の市の人口の推移や財政問題、地域経済の動向などを考え合わせ、議員の

定数を『28人』から２人減員し、『26人』に改めようとするものです。採決の結

　　果、賛成多数で可決され、次回の一般選挙から議員の定数は『26人』となります。

賛　成 25
反対等 1

賛　成 21
反対等 5

※小規模保育事業所（Ａ型）…０歳児から２歳児を対象に定員６人以上 19人以下で保育を行う施設。現在、Ａ型の施設は大館市にご
ざいません。
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継続審査

採　　択

陳　

情

採　　択

採　　択

陳　

情

継続審査

請  

願

６月定例会に提出されたもの

請　
　

願

継続審査となっていたもの

○　セシウムを含む焼却灰の受け入れ再開への反対について

○　TPP交渉の合意の撤回を求め、協定の調印・批准を行わないことについて

○　労働基準法改定案の撤回を求めることについて

○　TPP参加に反対し情報公開と国会審議の徹底を求めることについて

○　原発の再稼働中止を求めることについて

○　沖縄県名護市辺野古における米軍新基地建設の中止を求めることについて

○　フットボール専用人工芝グラウンドの設置について

○　歯科衛生士を市の正職員として雇用することについて

○　医療・介護及び年金制度などの社会保障の充実を求めることについて

○　介護従事者の勤務環境改善と処遇改善の実現を求めることについて

○　脳しんとう(軽度外傷性脳損傷)の周知、及び医療・支援体制の整備について

○　全国一律最低賃金制度実現と最低賃金の改善、及び中小企業への支援について

○　労働時間と解雇の規制強化について

○　大館市高齢者生産活動施設（中野温泉）の存続を求めることについて

○　難聴児の補聴器修繕費に対する助成について

○　教職員定数改善と義務教育費国庫負担割合２分の１復元を求めることにつ

いて

○　子供の医療費助成に係る国民健康保険の国庫負担減額調整措置の廃止を求

めることについて

○教職員定数改善と義務教育費国庫負担割合２分の１復元を求める意見書
　　《提出先》内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣
○子供の医療費助成に係る国民健康保険の国庫負担減額調整措置の廃止を
　求める意見書
　　《提出先》内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣



観
光
に
関
し
て

〈
問
〉　

「
秋
田
犬
・
は
ち
く
ん
・

忠
犬
ハ
チ
公
の
ふ
る
さ
と
」
を
さ
ら

に
前
面
に
出
し
て
は
。
ま
た
、
商
品

プ
ラ
ス
「
ワ
ン
」
を
提
案
す
る
。

〔
市
長
〕　

こ
れ
ま
で
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
秋
田
犬
と
の
触
れ
合
い
や
秋
田

犬
パ
レ
ー
ド
の
ほ
か
、
学
校
や
各
地

区
運
動
会
で
の
は
ち
く
ん
ダ
ン
ス
の

普
及
活
動
な
ど
、
秋
田
犬
を
活
用
し

た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
実

際
に
秋
田
犬
に
触
れ
合
え
る
機
会
が

少
な
く
、
本
市
に
秋
田
犬
を
ふ
や

す
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
で

は
新
た
な
施
策
と
し
て
、
大
館
に
来

た
ら
い
つ
で
も
秋
田
犬
に
会
え
る
仕

組
み
づ
く
り
や
、
秋
田
犬
保
存
会
へ

の
支
援
を
行
う
ほ
か
、
仮
称
「
ハ
チ

公
の
駅
」
に
展
示
ス
ペ
ー
ス
や
ふ
れ

あ
い
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
計
画
で

あ
り
、
さ
ら
に
「
秋
田
犬
・
忠
犬
ハ

チ
公
・
は
ち
く
ん
」
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
今
後
も

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
推
進
し
た

い
。
ま
た
、
商
品
プ
ラ
ス
「
ワ
ン
」

に
つ
い
て
は
、
大
館
の
農
産
物
・
き

り
た
ん
ぽ
・
曲
げ
わ
っ
ぱ
な
ど
の
特

産
品
と
の
コ
ラ
ボ
レ―

シ
ョ
ン
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
大
館
ブ
ラ
ン
ド

を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
上
で
も
有
効

と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

官
民
一
体
と
な
っ
て
本
市
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
で
あ
る
「
大
館
と
い
う
と

こ
ろ
。」
を
国
内
外
に
広
く
発
信
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

〈
問
〉　

園
芸
振
興
に
伴
う
畑
で
の

営
農
へ
の
支
援
は
。

〔
市
長
〕　

作
付
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て
は
、
米
の
生
産
調
整
、
い
わ

ゆ
る
減
反
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る

中
で
、
転
作
作
物
に
対
す
る
助
成
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
本
市
に
お
い
て
も
単
独
事
業
と

し
て
耕
作
放
棄
地
発
生
防
止
作
付
推

進
事
業
を
創
設
し
、
重
点
戦
略
作
物

の
作
付
支
援
を
実
施
し
て
お
り
、
減

反
政
策
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
不
作
付
地

や
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
推
進
し
、

重
点
戦
略
作
物
等
の
産
地
化
を
進
め

て
い
く
た
め
に
、
重
点
戦
略
作
物
作

付
支
援
事
業
に
お
い
て
、
畑
で
の
作

付
に
つ
い
て
も
助
成
の
対
象
と
す
る

方
向
で
Ｊ
Ａ
等
の
関
係
機
関
と
協
議

の
上
検
討
し
て
い
く
。
今
後
は
作
付

農
地
の
地
目
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
枝
豆

を
初
め
と
す
る
重
点
戦
略
作
物
の
生

産
拡
大
や
品
質
向
上
に
よ
る
産
地
化

を
図
っ
て
い
く
。

〈
問
〉　

平
成
30
年
の
生
産
数
量
目

標
の
廃
止
に
伴
う
影
響
と
対
策
は
。

〔
市
長
〕　

県
や
市
の
農
業
再
生
協

議
会
で
は
、
主
食
用
米
の
需
給
改
善

の
観
点
か
ら
作
物
ご
と
の
目
標
を
定

め
る
水
田
フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
、
非
食
用
米
や
地
域
振
興
作
物

等
の
作
付
拡
大
を
進
め
て
お
り
、
30

年
産
以
降
も
変
更
し
な
い
こ
と
と
し

て
い
る
。
今
後
も
情
報
を
農
家
の
皆

様
に
周
知
し
、
不
安
を
払
拭
し
て
ま

い
り
た
い
。

道
路
行
政
に
つ
い
て

〈
問
〉　

市
道
早
口
線
沿
い
の
集
落

内
の
振
動
・
段
差
や
狭
隘
な
道
路
の

解
消
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

〔
市
長
〕　

市
道
早
口
線
は
路
線
バ

ス
や
ト
ラ
ッ
ク
等
大
型
車
両
の
通
行

が
多
く
、
マ
ン
ホ
ー
ル
等
と
の
段
差

が
生
じ
舗
装
の
損
傷
が
進
ん
で
い
る
。

以
前
か
ら
全
面
的
な
改
善
の
要
望
が

あ
る
こ
と
か
ら
国
の
補
助
事
業
を
活

用
し
て
計
画
的
に
取
り
組
む
。
坂
地

地
区
は
両
側
の
家
屋
が
隣
接
し
て
道

路
が
狭
く
感
じ
ら
れ
る
が
、
６
メ
ー

ト
ル
以
上
の
幅
員
を
確
保
し
て
お
り
、

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
等
の
標
示
や
冬
期

の
き
め
細
か
い
除
排
雪
に
よ
り
通
行

の
安
全
確
保
に
努
め
る
。

〈
問
〉　

大
水
害
等
、
災
害
時
の
孤

立
集
落
の
把
握
と
迂
回
路
の
整
備
に

つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

〔
市
長
〕　

過
去
の
災
害
か
ら
孤
立

集
落
を
想
定
し
、
孤
立
の
原
因
と
な

る
土
石
流
・
地
す
べ
り
・
崖
崩
れ
等
、

危
険
箇
所
を
防
災
マ
ッ
プ
に
掲
載
の

上
、
周
知
し
て
い
る
。
炭
谷
地
区
と

平
滝
地
区
に
は
衛
星
携
帯
電
話
を
配

備
し
て
お
り
、
農
道
や
林
道
は
災
害

時
の
迂
回
路
と
な
り
得
る
こ
と
か
ら
、

日
頃
よ
り
点
検
に
努
め
る
。

秋
田
犬
に
特
化
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て

〈
問
〉　

行
政
と
し
て
飼
育
と
繁
殖

に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

〔
市
長
〕　

平
成
27
年
に
秋
田
犬
保

存
会
に
登
録
し
た
３
，
６
６
７
頭
の

う
ち
、
国
内
２
，
４
０
０
頭
、
県
内

１
４
８
頭
、
犬
都
大
館
は
わ
ず
か
40

頭
の
登
録
で
あ
り
、
市
で
は
保
存
会

と
協
力
の
う
え
飼
育
者
へ
の
支
援
を

検
討
し
、
繁
殖
に
つ
い
て
は
専
門
的

見
地
か
ら
県
や
保
存
会
と
相
談
し
て

支
援
策
を
検
討
し
て
い
る
。

〈
問
〉　

狂
犬
病
予
防
注
射
の
無
料

化
と
飼
育
助
成
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

〔
市
長
〕　

秋
田
犬
飼
育
者
へ
の
狂

犬
病
予
防
注
射
料
の
助
成
等
を
関
係

機
関
と
協
議
す
る
考
え
で
あ
る
。

〈
問
〉　

市
職
員
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
運
動

や
他
団
体
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
。

〔
市
長
〕　

今
後
、
全
庁
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
商
工
団
体
等
に
も
働

き
か
け
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
た
い
。

地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て

〈
問
〉　

大
館
市
の
立
ち
位
置
は
。

二
市
一
町
一
村
の
特
色
を
ど
の
よ
う

に
連
携
す
る
の
か
。
ま
た
、
秋
田
内

陸
線
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

〔
市
長
〕　

設
立
準
備
段
階
か
ら
本

市
が
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

観
光
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
四

市
町
村
の
強
み
を
伸
ば
す
と
同
時
に

弱
み
を
克
服
し
、
事
業
者
と
の
官
民

連
携
に
重
点
を
置
き
取
り
組
む
。
秋

田
内
陸
線
は
観
光
資
源
と
し
て
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
く
、
今
後
、
県
等

と
一
体
で
利
活
用
や
Ｐ
Ｒ
を
図
り
た

い
。企

業
版
ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て

〈
問
〉　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

取
り
組
み
は
。

〔
市
長
〕　

８
月
上
旬
の
地
域
再
生

計
画
の
認
定
に
向
け
、
五
色
湖
ロ
ッ

ジ
を
ペ
ッ
ト
と
泊
ま
れ
る
宿
泊
施
設

と
し
て
申
請
す
る
予
定
で
あ
る
。
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石い
し
が
き垣　

博ひ
ろ
た
か隆 

議
員
（
平
成
会
）

佐さ
と
う藤　

眞し
ん
ぺ
い平 

議
員
（
新
生
ク
ラ
ブ
）



市
管
理
の
桜
の
手
入
れ

〈
問
〉　

長
木
川
堤
防
、
桂
城
公
園

等
の
桜
の
手
入
れ
を
適
切
に
し
て
い

る
の
か
。

〔
市
長
〕　

桂
城
公
園
の
１
４
０
本

の
桜
や
長
木
川
堤
防
の
２
７
３
本
の

桜
は
、
毎
年
、
状
態
を
見
な
が
ら
計

画
的
に
剪
定
し
、
年
２
回
薬
剤
散
布

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
桂
城
公
園
で

は
、
桜
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
平

成
24
年
か
ら
一
部
の
土
壌
改
良
を
し

て
い
る
。

〈
問
〉　

一
万
本
桜
の
今
後
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
長
〕　

岩
神
ふ
れ
あ
い
の
森
の

一
万
本
桜
は
、
昭
和
48
年
か
ら
３
年

か
け
て
市
や
市
民
、
各
団
体
等
が
協

力
し
て
植
樹
し
た
も
の
だ
が
、
平
成

24
年
度
の
調
査
結
果
を
分
析
す
る
と
、

地
盤
が
硬
く
根
づ
か
な
か
っ
た
木
や

雪
害
・
病
気
、
樹
勢
の
衰
え
な
ど
で

枯
れ
た
木
が
多
く
、
現
状
は
11
種
類
、

３
，
６
０
０
本
ほ
ど
で
あ
る
。
現

在
、
大
館
市
国
土
緑
化
推
進
委
員
会

の
協
力
に
よ
る
て
ん
ぐ
巣
病
な
ど
の

剪
定
・
除
去
の
ほ
か
、
市
で
は
貯
水

池
周
囲
の
散
策
路
や
広
場
の
草
刈
り
、

倒
木
処
理
等
を
し
て
い
る
。
今
後
は
、

長
期
的
展
望
に
立
っ
て
着
実
に
維
持

管
理
し
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

よ
る
適
切
な
補
植
な
ど
を
行
う
。

28
年
度
生
産
調
整
目
標

〈
問
〉　

目
標
の
達
成
状
況
、
新
規

需
要
米
の
状
況
は
ど
う
か
。

〔
市
長
〕　

現
在
、
取
り
ま
と
め
中

だ
が
、
昨
年
の
実
績
、
こ
と
し
の
飼

料
用
米
の
出
荷
事
前
申
し
込
み
状
況

や
大
規
模
園
芸
団
地
整
備
事
業
圃
場

の
基
盤
整
備
事
業
等
の
実
施
に
よ
り
、

飼
料
用
米
や
枝
豆
等
の
作
付
拡
大
が

見
込
ま
れ
る
。
生
産
数
量
、
自
主

的
取
り
組
み
目
標
と
も
達
成
の
見
通

し
で
あ
る
。
ま
た
、
新
規
需
要
米
は
、

Ｊ
Ａ
以
外
の
集
荷
業
者
の
飼
料
用
米

は
平
年
並
み
、
Ｊ
Ａ
あ
き
た
北
で
は
、

約
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
の
状
況

で
、
全
体
で
昨
年
度
よ
り
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。
飼
料
用
米
は
、
主
食
用

米
の
需
給
改
善
に
有
効
な
転
作
作
物

で
あ
る
。
市
で
は
、
国
の
飼
料
用
米

に
対
す
る
補
助
制
度
の
継
続
を
要
望

す
る
。

市
道
の
舗
装
補
修
工
事

〈
問
〉　

市
道
早
口
線
の
坂
地
家
後

―

坂
地
間
、
市
道
岩
瀬
山
田
線
の
上

軽
石
野
地
内
の
道
路
の
傷
み
が
激
し

い
。
補
修
工
事
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

〔
市
長
〕　

早
口
線
の
舗
装
の
全
面

的
な
改
善
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助

事
業
を
活
用
す
る
な
ど
財
源
を
確
保

し
な
が
ら
計
画
的
に
実
施
す
る
。
岩

瀬
山
田
線
の
上
軽
石
野
地
区
で
は
穴

埋
め
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
ひ
び

割
れ
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
舗
装

補
修
計
画
に
組
み
込
み
補
修
に
努
め

る
。
な
お
、
今
年
度
中
に
早
口
線
で

は
本
郷
地
区
で
60
メ
ー
ト
ル
の
補
修

を
、
ま
た
、
岩
瀬
山
田
線
で
は
側
溝

を
50
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
入
れ
か
え
路
肩

を
広
げ
る
予
定
で
あ
る
。

道
路
行
政
と
市
民
要
望
へ
の
対
応

〈
問
〉　

道
路
行
政
の
あ
り
方
を
再

確
認
し
、
市
民
が
納
得
す
る
形
で
道

路
等
の
改
善
を
。
予
算
不
足
は
理
解

で
き
る
が
、
五
月
雨
式
対
応
で
ひ
ど

い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
道
路
ご
と

に
優
先
順
位
を
設
定
し
、
完
成
さ
せ

る
と
い
う
意
志
あ
る
管
理
・
整
備
に

考
え
方
を
改
め
る
べ
き
。

〔
市
長
〕　

道
路
は
市
民
要
望
が
多

い
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
交
流

人
口
拡
大
を
図
っ
て
い
く
中
で
来
訪

者
が
最
初
に
目
に
す
る
も
の
で
も
あ

る
。
ま
ち
を
整
え
る
観
点
か
ら
も
優

先
順
位
を
設
け
、
住
民
の
声
に
も
留

意
し
な
が
ら
計
画
的
に
補
修
を
進
め

て
い
く
。

〈
問
〉　

側
溝
の
ふ
た
は
全
て
閉
じ

る
計
画
を
策
定
し
て
は
。
戦
後
開
発

が
進
ん
だ
地
区
で
お
く
れ
が
目
立
つ

な
ど
地
域
差
が
あ
る
。
死
亡
事
故
が

発
生
し
た
こ
と
も
あ
り
危
険
箇
所
も

多
い
。
緊
急
性
は
低
い
か
も
し
れ
な

い
が
重
要
性
は
高
い
。

〔
市
長
〕　

道
路
と
同
様
に
、
地
域

の
方
々
と
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
優

先
順
位
を
定
め
、
計
画
的
に
ふ
た
設

置
や
側
溝
改
修
を
進
め
た
い
。

〈
問
〉　

市
が
受
け
た
要
望
な
ど
は

可
否
、
進
捗
な
ど
が
見
え
る
よ
う
に

し
て
は
ど
う
か
。
課
題
に
番
号
を
付

し
可
能
な
限
り
公
開
す
る
こ
と
で
情

報
の
一
元
化
や
顛
末
が
わ
か
る
た
め

苦
情
が
減
る
と
同
時
に
作
業
効
率
が

上
が
る
の
で
は
な
い
か
。

〔
市
長
〕　

今
年
度
か
ら
市
民
要
望
、

議
会
か
ら
の
意
見
な
ど
は
全
庁
で
共

有
化
、
見
え
る
化
を
し
て
い
る
。
公

開
の
手
順
、
手
法
な
ど
を
精
査
し
積

極
的
に
公
開
し
て
い
き
た
い
。

不
法
設
置
の
看
板
は
撤
去
、

観
光
看
板
は
点
検
・
整
備
を

〈
問
〉　

不
法
設
置
の
政
党
看
板
等

は
撤
去
・
指
導
を
強
化
す
べ
き
。

〔
市
長
〕　

市
有
地
に
無
許
可
設
置

の
看
板
は
注
意
・
指
導
し
て
い
る
。

景
観
の
問
題
も
あ
り
、
今
後
も
適
正

に
対
処
し
て
い
く
。

〈
問
〉　

市
境
等
の
歓
迎
塔
の
破
損

や
、
看
板
が
な
い
こ
と
で
の
不
案
内

な
場
所
が
あ
る
。
再
点
検
・
整
備
を
。

〔
市
長
〕　

著
し
く
損
傷
し
た
も
の

は
撤
去
す
る
。
案
内
看
板
は
デ
ジ
タ

ル
看
板
な
ど
も
検
討
し
な
が
ら
計
画

的
に
整
備
し
て
い
く
。

〈
問
〉　

仮
称
「
ハ
チ
公
の
駅
」
の

計
画
が
進
ん
で
い
る
。
駅
か
ら
離
れ

て
い
る
た
め
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、

か
つ
、
コ
ス
ト
低
減
を
図
っ
た
杉
の

葉
で
覆
わ
れ
た
明
治
時
代
の
「
奉
迎

門
」
に
似
せ
た
歓
迎
門
を
設
置
し
て

は
。

〔
市
長
〕　

大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
提
案
。

さ
ま
ざ
ま
な
方
か
ら
御
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

獣
害
対
策
に
つ
い
て

〈
問
〉　

情
報
を
集
約
し
タ
イ
ム
リ

ー
な
発
信
を
。
猟
友
会
支
援
も
必
要
。

〔
市
長
〕　

警
察
等
と
の
連
絡
会
議

で
話
題
に
し
、
対
応
を
協
議
す
る
。
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『
障
害
者
差
別
解
消
法
』
へ
の

　

市
の
対
応
に
つ
い
て

〈
問
〉　

障
害
者
差
別
解
消
法
は
国

や
市
町
村
な
ど
の
行
政
機
関
や
会
社

や
商
店
な
ど
の
民
間
事
業
者
に
対
し
、

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
差
別
を
無

く
す
た
め
に
制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。

【
障
害
の
あ
る
人
】
と
は
身
体
障
害
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害
の
ほ
か
、
社

会
的
障
壁
に
よ
り
日
常
生
活
が
困
難

な
、
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い

人
、
高
齢
者
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

差
別
に
は
、
車
椅
子
を
理
由
に
入

店
を
断
っ
た
り
、
障
害
を
理
由
に
部

屋
を
貸
さ
な
か
っ
た
り
す
る
【
差
別

的
取
扱
い
】
と
、
聴
覚
障
害
が
あ
る

と
伝
え
た
の
に
文
字
や
手
話
で
対
応

し
な
か
っ
た
り
、
社
会
的
障
壁
の
除

去
を
求
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

何
も
対
応
し
な
か
っ
た
り
す
る
【
合

理
的
配
慮
の
不
提
供
】
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
差
別
の
禁
止
を
定
め
た

の
が
障
害
者
差
別
解
消
法
で
す
。

　

差
別
や
社
会
的
障
壁
は
障
害
の
あ

る
方
で
な
け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
出
入
口
の
段
差
や
急
勾
配

の
ス
ロ
ー
プ
を
歩
く
足
の
不
自
由

な
方
の
大
変
さ
、
重
い
扉
を
開
け
閉

め
す
る
手
の
不
自
由
な
方
の
大
変
さ
、

右
側
に
し
か
手
す
り
が
付
い
て
い
な

い
階
段
を
昇
り
降
り
す
る
左
手
が
不

自
由
な
方
の
大
変
さ
、
片
側
に
し
か

付
い
て
い
な
い
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
を
使
用
す
る
時
の
片
手
が
不
自
由

な
方
の
大
変
さ
、
混
雑
し
た
狭
い
通

路
を
通
る
際
の
目
の
不
自
由
な
方
や

車
椅
子
の
方
の
大
変
さ
な
ど
で
す
。

　

障
害
の
あ
る
方
々
の
社
会
的
障
壁

を
除
去
す
る
た
め
に
は
、
新
庁
舎
設

計
前
か
ら
の
対
応
が
必
要
な
も
の
で

す
。
障
害
者
や
高
齢
者
の
方
々
か
ら

多
く
の
意
見
を
聞
き
、
社
会
的
障
壁

除
去
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
新
庁
舎

に
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
3
点
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

⑴　

新
庁
舎
と
支
所
等
出
先
機
関
の

障
壁
の
除
去
に
つ
い
て
。

⑵　

対
応
要
領
の
作
成
に
つ
い
て
。

⑶　

障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協

議
会
の
構
成
機
関
と
身
体
障
害
者
、

知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
団
体
の

参
画
の
有
無
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

〔
市
長
〕　

⑴　

新
庁
舎
建
設
計
画

で
は
、
段
差
を
排
除
し
た
フ
ロ
ア
、

専
用
駐
車
場
の
設
置
、
車
い
す
が
対

面
通
行
で
き
る
幅
の
通
路
、
車
い
す

が
回
転
で
き
る
広
さ
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
、
人
工
肛
門
や
人
工
膀
胱
の
方
も

利
用
で
き
る
多
目
的
ト
イ
レ
、
視
覚

や
聴
覚
の
障
害
に
配
慮
し
た
触
知
案

内
図
や
音
声
案
内
、
文
字
情
報
設
備

等
の
設
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
策

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
基
本

設
計
や
実
施
設
計
の
際
に
は
、
身
体

障
害
者
連
合
会
の
皆
様
か
ら
意
見
を

伺
う
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
子
育
て

世
代
の
御
要
望
も
集
約
し
利
用
者
に

優
し
い
庁
舎
の
建
設
を
目
指
し
ま
す
。

⑵　

差
別
解
消
の
規
範
と
な
る
、
職

員
の
対
応
要
領
を
作
成
し
ま
す
。

⑶　

障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協

議
会
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
の
方

か
ら
の
御
意
見
・
御
要
望
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
各
障
害
者
団
体
、
そ
し

て
家
族
会
な
ど
か
ら
委
員
と
し
て
参

画
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

第
２
次
新
大
館
市

総
合
計
画
に
つ
い
て

〈
問
〉　

市
長
は
常
々
「
市
民
と
と

も
に
、
市
民
と
協
力
し
て
大
館
を
つ

く
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
る
が
、
新
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト

す
る
年
度
に
当
た
り
、
各
地
区
で
の

説
明
会
を
開
催
し
内
容
の
周
知
を
図

る
べ
き
と
思
う
。
市
長
の
考
え
は
。

〔
市
長
〕　

市
民
の
皆
様
に
広
く
周

知
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
広
報
７
月
号
か
ら
10
月
号
ま

で
４
回
に
わ
た
り
特
集
を
組
む
予
定
。

田
代
地
域
を
初
め
、
各
地
区
で
も
御

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

〈
問
〉　

秋
田
犬
の
現
状
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
忠
犬
ハ
チ
公
の
ふ

る
さ
と
大
館
を
観
光
の
目
玉
に
す
る

に
は
、
現
状
で
は
観
光
客
を
満
足
さ

せ
ら
れ
る
か
疑
問
で
あ
る
。
飼
育
者

へ
の
支
援
を
含
め
、
秋
田
犬
と
触
れ

合
え
る
広
場
な
ど
、
大
胆
な
改
善
が

必
要
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
は
。

〔
市
長
〕　

犬
都
大
館
に
ふ
さ
わ
し

い
状
況
を
つ
く
り
出
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。
５
月
に
は
東
京
都
銀

座
の
中
央
通
り
を
秋
田
犬
が
散
歩
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
、
秋
田
県
知
事
、
男
鹿
市

長
、
仙
北
市
長
に
も
参
加
い
た
だ
い

て
い
る
。
ま
た
、
大
館
能
代
空
港
で

は
、
秋
田
犬
が
利
用
者
を
出
迎
え
る

イ
ベ
ン
ト
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
大
変

好
評
で
あ
る
。
今
後
、
ハ
チ
公
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
や
秋
田
犬
の
触
れ
合
い
コ
ー

ナ
ー
を
き
ち
ん
と
整
備
し
て
い
く
こ

と
を
通
じ
て
、
国
内
外
か
ら
の
誘
客

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

家
庭
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

業
者
選
定
は
競
争
入
札
を

　
　

検
討
し
て
み
て
は

〈
問
〉　

長
年
、
一
定
の
業
者
に
委

託
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
随
意
契
約

と
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
市
民
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
不
平
や
批
判
の
声
が
出

て
い
る
。
業
者
選
定
を
競
争
入
札
で

行
う
よ
う
検
討
す
る
べ
き
と
思
う
が
、

市
長
の
考
え
は
。

〔
市
長
〕　

将
来
、
ご
み
処
理
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
場

合
は
、
ご
み
処
理
方
式
や
分
別
方
法
、

収
集
エ
リ
ア
の
見
直
し
な
ど
が
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
競
争
入
札
の
必

要
性
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

統
合
医
療
（
※
）
に
つ
い
て

〈
問
〉　

病
院
事
業
管
理
者
の
見
解

は
。

〔
管
理
者
〕　

市
立
病
院
は
保
険
医

療
機
関
で
あ
り
、
そ
こ
で
実
施
さ
れ

る
診
療
は
規
則
の
中
で
実
施
さ
れ
る

こ
と
が
基
本
と
な
る
。
我
々
、
保
険

医
療
機
関
と
し
て
は
、
安
全
性
、
治

療
方
法
・
効
果
に
つ
い
て
の
評
価
が

定
ま
り
、
保
険
診
療
等
に
お
け
る
実

施
要
領
が
定
ま
っ
た
個
々
の
治
療
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

平成28年８月１日（No.121） 〔�〕

佐さ
と
う藤　

芳よ
し
た
だ忠 

議
員
（
無
所
属
）

田た

村む
ら　

儀の
り
み
つ光 
議
員
（
平
成
会
）

※統合医療…科学的な近代西洋医学と相補・代替療法や伝統医学等を組み合わせて行う療法で、多種多様なものが存在します。



人
口
減
少
を
見
据
え
た

　

大
館
の
創
生
に
つ
い
て

〈
問
〉　

５
年
に
一
度
の
国
勢
調
査

の
速
報
値
は
昨
年
10
月
１
日
時
点
で

７
万
４
，
１
５
３
人
、
平
成
22
年
前

回
調
査
と
の
比
較
で
は
４
，
７
９
３

人
減
少
し
て
お
り
、
こ
の
１
年
で
は

１
，
１
３
６
人
減
と
加
速
し
て
い
る
。

地
域
経
営
の
本
質
的
問
題
で
あ
る
だ

け
に
人
口
減
少
に
備
え
た
ま
ち
づ
く

り
を
ど
う
構
築
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

〔
市
長
〕　

人
口
減
少
と
い
う
傾
向

の
中
で
も
、
持
続
可
能
な
未
来
創
造

都
市
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

人
口
減
少
は
市
民
の
暮
ら
し
に

ど
う
影
響
を
与
え
る
か

〈
問
〉　

２
０
４
０
年
に
は
国
保
税

の
１
人
当
た
り
の
負
担
額
が
約
３
万

３
，
０
０
０
円
、
介
護
保
険
料
が
約

２
万
６
，
０
０
０
円
増
加
す
る
な
ど

住
民
負
担
が
増
加
し
、
市
民
の
暮
ら

し
は
厳
し
く
な
る
。
市
民
の
暮
ら
し

を
ど
う
守
る
の
か
。

〔
市
長
〕　

人
口
減
少
は
、
市
民
生

活
に
広
く
影
響
を
与
え
る
。
ま
た
、

地
域
産
業
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た

め
、
持
続
可
能
な
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
。

財
政
状
況
の
現
状
と

財
政
運
営
に
つ
い
て

〈
問
〉　

新
庁
舎
建
設
、
未
来
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
駅
前
周
辺
整
備
、

歴
史
ま
ち
づ
く
り
事
業
な
ど
各
種
大

規
模
事
業
を
抱
え
、
起
債
借
り
入
れ

が
平
成
33
年
度
、
実
質
公
債
費
比
率

が
平
成
36
年
度
、
償
還
額
は
平
成
38

年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
ピ
ー
ク
と
な
る
見

込
み
。
身
の
丈
に
合
っ
た
予
算
を
立

て
歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た

れ
た
、
い
わ
ゆ
る
財
政
規
律
を
守
る

こ
と
こ
そ
、
今
本
市
に
求
め
ら
れ
る

持
続
可
能
な
財
政
運
営
な
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

〔
市
長
〕　

財
政
負
担
の
軽
減
を
十

分
考
慮
し
行
財
政
運
営
を
展
開
し
て

い
く
た
め
、
今
後
も
財
政
収
支
の
見

通
し
を
厳
し
く
想
定
し
、
持
続
可
能

な
財
政
運
営
、
財
政
規
律
の
保
持
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

大
館
工
業
高
校
の
跡
地
利
用
と

花
岡
地
区
再
整
備
に
つ
い
て

〈
問
〉　

去
る
１
月
、
花
岡
地
区
町

内
会
連
絡
協
議
会
は
、
こ
れ
以
上
花

岡
が
寂
れ
る
こ
と
な
く
、
に
ぎ
わ
い

を
取
り
戻
し
た
い
と
の
理
由
で
、
市

長
に
直
接
、
要
望
書
を
提
出
し
て
い

る
が
、
そ
の
後
ど
う
い
っ
た
方
向
で

話
し
合
い
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

〔
市
長
〕　

工
業
高
校
跡
地
に
つ
い

て
は
、
広
域
的
な
活
用
を
見
据
え
た

ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
と
し
て
整
備
を
検

討
し
て
い
る
。
地
区
再
整
備
に
つ
い

て
は
、
現
在
事
業
を
実
施
し
て
い
る

市
営
新
町
・
中
町
住
宅
の
事
業
が
終

了
後
、
市
営
根
井
下
・
大
森
野
・
長

森
住
宅
３
団
地
の
再
編
に
取
り
組
む

方
針
で
あ
る
。

市
民
プ
ー
ル
を
ど
う
す
る
の
か

〈
問
〉　

本
庁
舎
建
設
に
伴
い
、
解

体
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
50
メ
ー
ト
ル

市
民
プ
ー
ル
を
ど
う
す
る
の
か
。
多

方
面
か
ら
意
見
を
集
約
し
時
代
を
反

映
し
た
プ
ー
ル
を
つ
く
る
べ
き
だ
が
。

〔
市
長
〕　

新
庁
舎
建
設
や
発
掘
調

査
な
ど
の
た
め
来
年
１
月
を
め
ど
に

解
体
を
完
了
さ
せ
る
。
旧
大
館
工
業

高
校
の
プ
ー
ル
を
利
用
で
き
る
よ
う

県
と
協
議
し
て
い
る
。
幼
児
向
け
は

二
ツ
山
総
合
公
園
に
水
遊
び
が
で
き

る
噴
水
広
場
を
整
備
す
る
計
画
で
あ

る
。
新
た
な
市
民
プ
ー
ル
建
設
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
以
降
、
検
討
委
員

会
等
を
立
ち
上
げ
多
方
面
か
ら
意
見

を
伺
い
、
方
向
性
を
探
っ
て
い
く
。

武
道
館
は
単
独
施
設
を

〈
問
〉　

解
体
さ
れ
る
武
道
館
は
、

剣
道
・
柔
道
な
ど
日
本
古
来
の
ス

ポ
ー
ツ
の
殿
堂
と
し
て
、
独
立
し
た

施
設
が
必
要
。
関
係
団
体
と
じ
っ
く

り
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
。

〔
市
長
〕　

旧
大
館
工
業
高
校
の
格

技
場
を
武
道
館
と
し
て
利
用
で
き
な

い
か
県
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
単

独
建
設
す
る
場
合
の
施
設
規
模
や
建

設
費
用
に
つ
き
、
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
を
見
据
え
た
検
討
が
必
要
で
あ
り
、

市
民
、
関
係
団
体
と
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
推
進
係
の
役
割

〈
問
〉　

交
流
人
口
を
ふ
や
す
目
的

で
設
置
し
た
交
流
推
進
係
は
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
、
現
状
を
ど

の
よ
う
に
変
化
さ
せ
る
の
か
。

〔
教
育
長
〕　

大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
や
合
宿
な
ど
の
積
極
的
な
誘

致
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
推
進
係

を
設
置
し
た
。
今
般
、
合
宿
誘
致
を

促
進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

合
宿
等
誘
致
促
進
事
業
費
補
助
金
交

付
要
綱
を
制
定
し
、
関
連
予
算
を
今

回
の
議
会
に
上
程
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
こ
れ
か
ら

〈
問
〉　

本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
額

は
昨
年
度
、
２
万
３
，
６
６
０
件
・

３
億
８
，
５
０
０
万
円
と
驚
異
的
な

伸
び
を
示
し
て
い
る
。
今
年
度
も
５

月
実
績
で
、
昨
年
度
よ
り
２
５
０
万

円
ほ
ど
多
い
３
，
６
７
０
万
円
と
好

成
績
で
あ
る
。
今
後
も
こ
の
制
度
の

傾
向
を
先
読
み
し
、
右
肩
上
が
り
の

運
営
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
運
営

戦
略
を
示
し
て
ほ
し
い
。

〔
市
長
〕　

３
月
に
大
館
商
工
会
議

所
と
と
も
に
大
館
市
ふ
る
さ
と
納
税

推
進
会
議
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
会

議
を
中
心
に
、
世
界
自
然
遺
産
白
神

山
地
の
つ
な
が
り
の
あ
る
八
峰
町
・

藤
里
町
、
友
好
都
市
協
定
を
締
結
し

た
常
陸
大
宮
市
な
ど
関
係
自
治
体
と

の
コ
ラ
ボ
商
品
の
開
発
、
寄
附
受
け

付
け
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
追
加
、
専
用
サ

イ
ト
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
な
ど

を
実
施
す
る
。

大
館
市
を
マ
リ
ン
バ
の
聖
地
に

〈
問
〉　

大
館
市
観
光
大
使
に
任
命

さ
れ
た
布
谷
史
人
氏
の
マ
リ
ン
バ
演

奏
会
の
定
期
開
催
を
熱
望
す
る
。

〔
市
長
〕　

こ
と
し
８
月
に
も
開
催

予
定
で
あ
り
、
今
後
も
布
谷
氏
と
の

交
流
を
大
切
に
し
な
が
ら
定
期
的
に

マ
リ
ン
バ
演
奏
会
を
実
施
し
て
い
く
。
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菅す
が　

大だ
い
す
け輔 

議
員
（
新
生
ク
ラ
ブ
）

武た
け
だ田　

晋
す
す
む 

議
員
（
平
成
会
）



熊
本
地
震
と

　

当
市
の
防
災
対
策

〈
問
〉　

平
成
28
年
熊
本
地
震
と
当

市
の
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
に
つ
い

て
市
長
の
考
え
は
。

〔
市
長
〕　

市
地
域
防
災
計
画
を
見

直
す
と
と
も
に
、
庁
内
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
大
規
模
災
害
に
も
即
応

で
き
る
よ
う
な
避
難
所
開
設
・
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
修
正
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

路
面
下
の
空
洞
調
査

　

に
つ
い
て

〈
問
〉　

路
面
下
の
空
洞
調
査
に
つ

い
て
市
長
の
考
え
は
。

〔
市
長
〕　

長
倉
交
差
点
か
ら
新
町

交
差
点
ま
で
の
両
側
歩
道
約
８
０
０

メ
ー
ト
ル
の
調
査
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

安
全
で
お
い
し
い
水
の

確
保
つ
い
て

〈
問
〉　

新
た
な
水
源
の
開
発
に
つ

い
て
市
長
の
考
え
は
。

〔
市
長
〕　

市
で
は
、
平
成
16
年
以

降
、
山
館
浄
水
場
周
辺
の
９
カ
所
で

地
下
水
の
水
源
調
査
を
行
っ
て
き
た

が
、
水
量
、
水
源
と
も
に
満
足
で
き

る
有
望
な
水
源
は
確
保
で
き
な
か
っ

た
。

〈
問
〉　

老
朽
管
の
更
新
に
つ
い
て

〔
市
長
〕　

老
朽
管
更
新
事
業
は
、

水
道
事
業
開
始
当
初
の
昭
和
30
年
代

に
布
設
し
た
長
根
山
か
ら
御
成
町
に

至
る
総
延
長
６
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
及
ぶ
主
要
管
の
更
新
を
、
平
成
25

年
度
か
ら
37
年
度
ま
で
の
計
画
で
国

の
補
助
事
業
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

「
ジ
ュ
ニ
ア
救
命
士
」

の
認
定
に
つ
い
て

〈
問
〉　

ジ
ュ
ニ
ア
救
命
士
の
認
定

に
つ
い
て
教
育
長
の
考
え
は
。

〔
教
育
長
〕　

「
ジ
ュ
ニ
ア
救
命
士

講
習
会
（
仮
称
）」
を
企
画
し
、
市

教
育
委
員
会
が
子
ど
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
を
通
し
て
受
講
希
望
者
を
募
り
、

修
了
者
に
は
認
定
書
を
授
与
す
る
と

い
う
仕
組
み
を
検
討
中
で
あ
る
。

農
業
用
た
め
池
の

耐
震
性
は
大
丈
夫
か

〈
問
〉　

当
市
の
農
業
用
た
め
池
の

耐
震
性
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

〔
市
長
〕　

本
市
の
た
め
池
は
、
調

査
し
た
６
カ
所
の
う
ち
４
カ
所
が
耐

震
不
足
で
あ
っ
た
。
ま
ず
は
、
た
め

池
管
理
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
た
め

池
の
監
視
体
制
の
強
化
に
努
め
た
い
。

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
※
）
に

カ
ー
ド
の
導
入
を

〈
問
〉　

救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た

人
に
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
（
※
）
の
導

入
を
。

〔
市
長
〕　

サ
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
を
早

急
に
導
入
す
る
と
と
も
に
、
一
人
で

も
多
く
の
市
民
の
命
を
助
け
る
た
め

環
境
を
整
備
し
て
ま
い
り
た
い
。

大
事
業
が
め
じ
ろ
押
し
。

財
政
の
展
望
は

〈
問
〉　

本
庁
舎
建
設
、
図
書
館
の

増
改
築
、
松
下
村
塾
の
移
築
、
仮
称

「
ハ
チ
公
の
駅
」
イ
ベ
ン
ト
広
場
、

駅
周
辺
の
整
備
、
市
民
プ
ー
ル
の
解

体
、
旧
正
札
竹
村
本
館
棟
の
解
体
等
、

い
わ
ゆ
る
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
今
後
は
、
農
業

分
野
、
教
育
、
国
民
健
康
保
険
税
、

高
齢
者
医
療
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
へ
の
対
応
と
充
実
が
必
要
だ
。

〔
市
長
〕　

大
規
模
事
業
を
実
施
す

る
際
は
、
大
館
市
総
合
計
画
実
施
計

画
に
登
載
す
る
と
と
も
に
、
中
期
財

政
計
画
に
も
反
映
さ
せ
、
各
年
度
間

で
の
事
業
費
の
平
準
化
を
図
る
な
ど
、

市
民
負
担
が
過
大
に
な
っ
た
り
、
後

年
度
負
担
へ
の
負
担
が
集
中
し
な
い

よ
う
、
最
大
限
留
意
し
な
が
ら
計
画

し
て
い
る
。

空
き
公
共
施
設
の

有
効
活
用
に
つ
い
て

〈
問
〉　

昨
年
、
矢
立
・
花
岡
・
第

二
中
学
校
が
統
合
さ
れ
て
北
陽
中
学

校
に
。
空
き
校
舎
と
な
っ
た
矢
立
中

学
校
が
矢
立
公
民
館
と
な
る
。
１
～

２
階
は
市
の
出
張
所
な
ど
で
活
用
が

決
ま
っ
て
い
る
が
、
３
階
は
未
計
画

の
ま
ま
だ
。
地
域
の
要
望
も
い
ろ
い

ろ
聞
い
て
い
る
は
ず
だ
。
老
朽
化
が

進
む
前
に
早
く
改
築
計
画
を
。

〔
市
長
〕　

未
活
用
部
分
に
つ
い
て

は
出
入
り
口
の
確
保
や
消
防
設
備
等

の
整
備
な
ど
、
同
じ
棟
で
あ
る
た
め

多
く
の
制
約
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
民

間
で
の
活
用
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。
現
在
、
災
害
備
蓄
品
の
倉
庫
と

し
て
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

全
国
知
事
会
等
か
ら
の

国
へ
の
要
望
に
つ
い
て

〈
問
〉　

子
供
の
医
療
費
助
成
制
度

を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
に
対
し
国

は
罰
則
を
科
し
て
い
る
。
本
市
で
は

こ
の
８
月
か
ら
助
成
年
齢
を
中
学
３

年
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、

大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に

国
は
市
と
し
て
実
施
し
た
こ
と
だ
か

ら
と
国
庫
負
担
金
を
減
ら
す
罰
則
を

科
す
の
だ
。
こ
れ
に
対
し
、
全
国
知

事
会
は
こ
の
よ
う
な
罰
則
は
や
め
る

よ
う
国
に
働
き
か
け
て
い
る
。
市
長

と
し
て
国
へ
の
働
き
か
け
は
。

〔
市
長
〕　

各
自
治
体
は
、
子
育
て

支
援
の
施
策
と
し
て
福
祉
医
療
制
度

の
充
実
を
図
っ
て
お
り
、
減
額
す
る

こ
と
は
少
子
化
対
策
に
逆
行
す
る
と

し
て
、
全
国
市
長
会
、
国
民
健
康
保

険
中
央
会
等
関
係
団
体
が
一
丸
と

な
っ
て
国
へ
強
く
廃
止
を
求
め
て
き

た
と
こ
ろ
だ
。
去
る
６
月
８
日
に
出

席
し
た
全
国
市
長
会
総
会
に
お
い
て

も
決
議
さ
れ
た
。
今
後
も
県
や
他
市

町
村
と
と
も
に
、
積
極
的
に
国
へ
働

き
か
け
て
い
く
。
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笹さ
さ
じ
ま島　

愛あ
い
こ子 

議
員
（
日
本
共
産
党
）

斉さ
い
と
う藤　

則の
り
ゆ
き幸 

議
員
（
公
明
党
）

※バイスタンダー…救急現場に居合わせた人（発見者、同伴者等）
※サポートカード…御協力への感謝の気持ちと心のケアのための相談窓口を記載したカード



　

定
例
会
と
臨
時
会
の
本
会
議
は
ど

な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

傍
聴
さ
れ
る
か
た
は
、
市
役
所
東

側
（
裁
判
所
側
）
３
階
の
議
場
入
口

で
受
付
簿
に
住
所
・
氏
名
等
を
ご
記

入
の
う
え
、
係
員
の
指
示
に
従
っ
て

議
場
へ
お
入
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
団
体
で
の
傍
聴
を
ご
希
望

の
場
合
は
、
傍
聴
席
の
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
議
会

事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
４
３
︱
７
１
０
８
（
直
通
）

　

福
原
市
長
が
誕
生
し
て
一
年
が
経
過
し
、

時
流
の
早
さ
に
驚
い
て
い
る
。
就
任
当
初

か
ら
東
奔
西
走
疲
れ
を
知
ら
な
い
活
躍
だ
。

歴
史
ま
ち
づ
く
り
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

な
ど
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
が
数
々
飛
び
出

し
、
こ
ち
ら
も
勉
強
を
迫
ら
れ
る
。

　
「
交
流
人
口
を
ふ
や
す
た
め
に
２
０
２
０

年
ま
で
が
勝
負
」
と
言
い
切
る
姿
勢
に
信

念
を
感
じ
る
。
マ
イ
ナ
ス
要
因
を
責
め
る

こ
と
な
く
、
福
原
市
長
が
ど
ん
な
絵
を
こ

の
大
館
市
と
い
う
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
こ
う

と
し
て
い
る
の
か
見
守
り
た
い
。
議
員
と

し
て
自
分
の
政
策
を
し
っ
か
り
持
ち
対
峙

し
て
行
動
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

（
武
田　
　

晋　

記
）

 

市
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

平成27年度　政務活動費の使い道
せい む かつ どう ひ つか みち

○政務活動費とは
　大館市議会では、地方自治法に基づき、大館市議会議員政務活動費の交付に関する条例が定められており、
議員1人あたり月1万5,000円が交付されています。これは議員報酬ではなく、市議会議員の調査研究のために
必要な経費の一部として交付されるものです。なお、残余金があった場合は返還することになっています。

◎平成27年４月分（１カ月分）

小棚木　政　之
伊　藤　　　毅
千　葉　倉　男
佐々木　公　司
相　馬　ヱミ子
合　計

15,000
15,000
15,000
15,000
15,000
75,000 0

21,600

15,957

37,557 0 0

16,526

16,526

16,526
21,600

0
15,957

0
54,083

0
0

15,000
0

15,000
30,000

議員氏名 収　入 支　出
合　計

市への
返還額資料費 人件費

支　　出
調　査
研究費

広　報
広聴費

その他
経　費

（単位：円）

◎平成27年５月分～平成28年３月分（11カ月分）

石　垣　博　隆
日　景　賢　悟
武　田　　　晋
小　畑　　　淳
虻　川　久　崇
中　村　弘　美
畠　沢　一　郎
伊　藤　　　毅
阿　部　文　男
小棚木　政　之
藤　原　　　明
千　葉　倉　男
田　村　儀　光
佐　藤　久　勝
仲　沢　誠　也
斉　藤　則　幸
小　畑　新　一
明　石　宏　康
佐々木　公　司
吉　原　　　正
佐　藤　健　一
田　中　耕太郎
相　馬　ヱミ子
岩　本　裕　司
佐　藤　眞　平
富　樫　　　孝
菅　　　大　輔
佐　藤　芳　忠
笹　島　愛　子
合　計

165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
135,000
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
165,000
4,755,000

82,646
131,366
82,646
82,646
82,646
184,976

82,646
180,256
82,646

193,406
82,646
82,646

133,300

77,890
82,390
77,890
77,890
77,890
94,580
88,660

2,061,662

16,200
35,432
23,409
3,412
13,486

9,612
10,000
5,400

5,400
21,600

37,534
79,580

59,195
28,853
18,770

4,060
5,460
29,700
20,359

38,934
466,396

40,946

170,800

251,069

132,300

138,240
65,102
31,119

83,039
120,550
69,003
53,284

1,155,452

12,000

10,000

22,000

648

5,022

1,600

2,098

9,368

98,846
167,446
147,001
86,058
96,132
184,976
9,612

192,800
88,046
185,278
82,646

0
198,806
104,246
82,646
37,534
79,580
251,069
194,095
161,153
18,770
138,240
152,992
117,569
85,448
190,629
218,799
163,583
180,878
3,714,878

66,154
0

17,999
78,942
68,868

0
155,388

0
76,954

0
82,354
165,000

0
60,754
82,354
127,466
85,420

0
0

3,847
146,230
26,760
12,008
47,431
79,552

0
0

1,417
0

1,384,898

議員氏名 収　入 支　出
合　計

市への
返還額資料費 人件費

支　　出
調　査
研究費

広　報
広聴費

その他
経　費

（単位：円）

※　議員の任期に応じて交付を受けることができるため、平成27年度は４月分を別に表示しております。
※　支出合計が収入を超えた分は、議員が自己負担しています。

〔�〕 平成28年８月１日（No.121）
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第
27
回

さ
ん

　

宮　

越　

雅　

一　
　
　

（
大
館
市
有
浦
）

み
や

こ
し

か
ず

ま
さ

ば
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

　

や
は
り
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
営
み
の
基

礎
・
基
本
は
人
づ
く
り
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

ま
ず
は
経
済
優
先
な
の
か
、
人
づ
く
り

の
源
泉
と
し
て
の
文
化
・
芸
術
を
軽
視
し

が
ち
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

文
化
・
芸
術
は
愛
好
者
の
も
の
、
食
べ
て

い
く
の
に
い
ら
な
い
も
の
と
捉
え
が
ち
で

す
が
、
そ
の
波
及
力
は
教
育
・
福
祉
・
観

光
・
産
業
な
ど
と
の
関
連
性
や
社
会
参
加

の
機
会
を
開
く
包
摂
機
能
を
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も
、
市
の
総

合
計
画
の
大
き
な
柱
で
あ
る
教
育
文
化
都

市
の
実
現
に
一
層
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
こ
と
が

今
回
の
私
の
ひ
と
こ
と
で
す
が
、
せ
っ
か

く
の
機
会
で
す
の
で
、
私
の
「
見
果
て
ぬ

夢
」
を
付
け
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
欧
州
の
美
術
館
で
散
見
し

た
子
供
た
ち
の
熱
心
に
鑑
賞
写
生
し
て
い

る
光
景
が
非
常
に
印
象
深
く
、
大
館
に

も
高
度
な
デ
ジ
タ
ル
復
元
技
術
に
よ
る
世

界
の
名
画
を
一
堂
に
展
示
し
た
日
本
初
の

「
レ
プ
リ
カ
美
術
館
」
の
開
設
。
二
つ
目

は
、
郷
土
が
誇
る
世
界
的
な
マ
リ
ン
バ
奏

者
、
布
谷
史
人
氏
を
は
じ
め
、
大
館
北
秋

田
出
身
の
音
楽
家
た
ち
を
中
心
と
し
た
コ

ン
サ
ー
ト
や
全
国
の
音
大
生
な
ど
の
講
習

会
も
兼
ね
た
総
合
音
楽
祭
の
隔
年
開
催
。

三
つ
目
は
、
人
と
人
と
を
結
び
つ
け
、
社

会
を
動
か
す
の
は
言
葉
へ
の
信
頼
で
あ
る

の
に
、
今
や
詐
欺
的
な
言
葉
遣
い
や
広
告

的
・
テ
レ
ビ
的
な
言
葉
に
あ
ふ
れ
、
日
本

語
が
乱
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
例
え
ば

松
下
村
塾
で
寺
子
屋
な
ら
ぬ
、
日
本
・
中

国
の
古
典
文
学
や
誌
歌
な
ど
の
暗
唱
教

室
の
開
設
。
四
つ
目
は
、
映
画
が
娯
楽
の

王
様
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
日
米
欧
の
い
ろ
ん

な
タ
イ
プ
の
映
画
を
鑑
賞
し
、
美
貌
の
俳

優
、
息
を
の
む
よ
う
な
光
景
、
心
に
し
み

る
音
楽
、
人
生
訓
や
シ
ャ
レ
た
せ
り
ふ
で

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
人
間
ド
ラ

マ
な
ど
を
通
し
幾
度
と
な
く
感
動
体
験

を
し
た
者
と
し
て
、
駅
前
通
り
に
復
活
し

た
映
画
館
の
拡
張
へ
の
期
待
等
々
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
一
級
・
一
流
の
も
の

に
触
れ
る
文
化
・
芸
術
鑑
賞
な
ど
、
心
を

揺
さ
ぶ
る
体
験
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
を

含
め
若
者
の
感
性
や
情
感
を
磨
き
、
豊
か

に
す
る
魅
力
的
な
機
会
や
場
を
整
備
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
長
期
的
展
望
の

も
と
、
我
が
大
館
に
文
化
力
を
醸
成
し
て

い
く
こ
と
を
、
大
い
に
期
待
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
。

　
「
私
も
ひ
・
と
・
こ
・
と
」
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
「
な

ま
の
声
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

笹　島　愛　子 議員 相　馬　ヱミ子 議員

全国市議会議長会表彰全国市議会議長会表彰 ６月議会定例会において、在職25年・20年の
議員に表彰状が伝達されました。

― 

議
員
在
職
25
年
以
上 

―菅　　　大　輔 議員

― 

議
員
在
職
20
年
以
上 

―

―
 

大
館
に
文
化
力
を 

―
　

我
が
大
館
に
は
四
季
折
々
の
変
化
に
富

ん
だ
自
然
や
温
か
い
人
情
が
今
な
お
息
づ

い
て
い
ま
す
。
一
方
、
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
・
所
得
格
差
な
ど
、
急
激
な
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
直
面
し
、
成
長
な
き

世
界
を
ど
う
生
き
抜
く
か
が
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
今
の
ご
時
勢

は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
資
本
主
義
で
、
余
り
に
も

経
済
優
先
が
強
す
ぎ
る
よ
う
で
す
。

　

来
る
べ
き
時
代
は
、
芸
術
的
で
創
造
性

に
富
み
、
他
人
と
共
感
で
き
る
能
力
を
備

え
た
個
人
が
社
会
を
動
か
す
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
中
長
期
に

わ
た
る
地
方
創
生
の
大
事
業
も
、
ソ
フ
ト

戦
略
に
た
け
た
人
材
が
い
る
か
ど
う
か
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。
い
く
ら
立
派
な
計
画

を
つ
く
っ
て
も
、
郷
土
の
未
来
を
切
り
拓

く
熱
き
志
を
持
っ
た
人
た
ち
が
い
な
け
れ


